
九州の鉱工業生産動向

2003年� 04年� 05年� 06年� 07年� 08年� 09年�

76.5

74.3

九州�
全国�

115

110

105

100

95

90

85

80

75

70

65

60

全国と九州の鉱工業生産指数
（２００５年＝１００・季節調整済）

（出所）九州経済産業局

（％）�

鉄鋼業�
�

鉱工業�
全　体�

非鉄�
金属�
�

金属�
製品�

一般�
機械�

電気�
機械�

情報�
通信�

電子部品・�
デバイス�

輸送�
機械�

窯業・�
土石�

化学�
�

石油・�
石炭�

プラスチック�
製品�

パルプ・�
紙�

繊維�
�
食料品・�
タバコ�

鉱業�その他�

9.0

▲0.30

4.31

0.61

▲0.01

0.54
0.22 0.00 0.02

2.10

10.00

▲4.00

▲2.00

0.00

6.00

8.00

4.00

2.00

0.02 0.10

▲1.63

▲0.01

0.35

2.26

0.05 0.36

業種別寄与度（鉱工業生産指数）
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［基調判断］……………生産は持ち直しの動き

２００９年４月の九州の鉱工業生産指数（季節調整済）は、在庫調整が進んだ結果、前月比９．０％上昇し、

２ヶ月連続で前月実績を上回りました。九州地区の生産には持ち直しの動きがみられます。

［業種別動向］……………全１７業種のうち上昇１２業種、低下４業種、横ばい１業種

鉱工業生産指数の前月比９．０％の上昇について、業種別に寄与度をみると、九州経済の基幹産業と

いえる輸送機械工業、化学工業、電子部品・デバイス工業が大きく、一般機械工業、鉄鋼業などはマ

イナスとなりました。

九 州経済動向
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福岡県の最近の経済動向
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福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）
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（出所）九州経済産業局

［福岡県の景気］……厳しい情勢ではあるが一部に持ち直しの動きあり

企業部門は生産活動に回復感が見られます。また、公共投資も前年実績を上回りました。さらに、

企業倒産についても、緊急保証制度の効果もあり件数は前年を下回りました。しかし、家計部門は依

然として生活防衛意識が強く、大型小売店販売額は前年を下回っています。新設住宅着工も、住宅市

場の冷え込みの影響で分譲をはじめ持家、貸家ともに前年比減少しました。

福岡県の景気は、厳しい情勢ではありますが、一部に持ち直しの動きがあるといえます。

［生産活動］……………一般機械、輸送機械で前月比上昇

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、基幹産業である自動車や半導体について、

減産幅を緩和したことなどの影響で、総合指数は

７１．２と、前月比７．７％上昇しました。

主要業種では鉄鋼と化学は前月と同じ指数でし

たが、一般機械で前月比１８．３％、輸送機械で前月

比１０．８％上昇しました。

生産活動は、最悪期を脱しつつあるといえます。

［大型小売店］……………百貨店は減少、大型スーパーは増加

百貨店では高温多照の影響で春物衣料品が伸び

悩んだことや高額品を中心に売上不振が継続した

ことにより前年比１４．４％減となりました。

一方、スーパーは消費者の節約志向で割安なプ

ライベートブランド（ＰＢ）商品が堅調で前年比

３．９％増加しました。

トータルでは前年比４．７％減の５２７億円となり、

依然として消費者の生活防衛意識が強く働いてい

るといえます。

福岡県経済動向
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福岡県経済動向

［住宅建設］……貸家・分譲の減少が著しく５ヶ月連続の前年割れ

４月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比

２０．４％減の６５７戸、貸家で同５２．７％減の１，１２２戸、

分譲で同４１．８％減の４８１戸とすべての指標で減少

し、全体では同４３．８％減の２，２６４戸と、５ヵ月連

続で前年を下回りました。

特に貸家・分譲住宅が著しく減少しています。

これは雇用所得環境の厳しさに加え、住宅分野の

市場が冷え込んでいて、在庫処分を優先させる業

者の動向が着工を抑制していると考えられます。

持ち家の減少については６月から始まる長期優

良住宅制度を活用するために着工を延ばしている

消費者がいることが考えられます。

［公共工事］……………請負金額、件数ともに前年を上回る

４月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比３４．０％増の６１９件、金額が同２８．４％

増の４４７億円と、緊急経済対策による前倒し発注

の影響もあり共に前年を上回りました。

発注者別では「国」が新若戸道路工事などによ

り同８０．３％増、「その他」が福岡市土地開発公社

による九州大学統合移転用地造成工事で同

１５２．５％増加しています。

［企業倒産］……………倒産件数は減少するも、負債総額は増加

５月の福岡県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、中小企業の資金繰りを支援する緊急保証

制度の利用拡大や公共工事の前倒し発注が歯止め

をかけ、件数は前年比８．７％減の４２件となりまし

た。

ただし、大型倒産が建設業で１件（負債総額約

６７億円）発生したため、負債総額としては同３９．６％

増加となる１７９億１，４００万円となりました。

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向
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熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）

（出所）熊本県
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（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………悪化状況のなか回復の動きも見られる

生産面では、電子部品・デバイスや一般機械がプラスに転じ、全体の減少幅は縮小しています。ま

た、個人消費は所得環境の悪化などにより厳しい状態が続いていますが、公共投資は前年を上回り、

住宅投資では都心再開発などで分譲マンション着工が増加するなど、回復に繋がる動きも見られます。

［生産活動］……………総合指数の減少続くが、電子部品・デバイスや
一般機械はプラスに転じる

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は前月比４．２％減少し７２．１となり

ました。

輸送機械は主体となる二輪車生産の減産状況が

続いており、前月比マイナスでした。一方、比較

的堅調な動きを示した食料品・たばこに加え、一

般機械は７カ月ぶり、電子部品・デバイスは５カ

月ぶりに同プラスとなりました。

［大型小売店］……生活防衛意識が強く前年比６．６％減

４月の県内大型小売店販売高は、消費者の生活

防衛意識が強く働いており、前年比６．６％減の１３６

億円と前年実績を下回りました。衣料品や身の回

り品の落ち込みが続く中、ＰＢ商品など比較的堅

調な食料品も前年比マイナスとなりました。

熊本県経済動向
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熊本県経済動向

［住宅建設］……………駅前再開発で分譲マンションは前年比９０．１％増

４月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比

３５．４％減の２７７戸、分譲は熊本駅再開発に伴うマ

ンション着工により同９０．１％増の２７０戸となりま

した。給与住宅は８８．２％減の２戸、貸家で同３４．２％

減の２６７戸と分譲のみの増加となり、全体では同

１７．９％減の８１６戸と、前年を下回りました。

［公共工事］……………新幹線関連工事で請負金額は前年比１１．３％増加

４月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比３６．６％増の３０６件、金額が同１１．３％

増の２６８億円と、件数、請負金額ともに前年を上

回りました。

発注者別の請負金額をみると、「国」で同５８．９％

増、「独立行政法人等」による九州新幹線関連工

事で同１０．８％増加したほか、「県」は同１．８％減、

「市町村」で同３５．３％増加し、「その他」で同

１０１．０％増と、全発注者合計では６カ月ぶりに前

年を上回りました。

［企業倒産］……………件数、負債総額ともに大幅減

５月の熊本県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比５２．９％減の８件、負債総額

が同８２．５％減の２１億６，９００万円となりました。緊

急保証制度や公共工事の前倒し発注効果などで、

件数、負債総額ともに、前年比大幅に減少してい

ます。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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長崎県の最近の経済動向
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長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）

（出所）長崎県
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（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］……………厳しい状況が続くが一部に回復の指標も見られる

生産面では、急速に低下していた電子部品・デバイスがプラスに転じましたが、生産全体はまだ減

少が続いています。また、公共工事は県や市町からの発注で大幅増となりましたが、大型小売店販売

額や住宅投資では前年割れが続くほか、個人消費も依然として低迷しており、長崎県の景気は、厳し

さが続いています。

［生産活動］……………総合指数の減少続くが、電子部品・デバイスは
プラスに転じる

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は７２．２と前月比１３．６％低下しまし

た。しかし、電子部品・デバイスは半導体集積回

路、水晶振動子の生産増により前月比大きく増加

したほか、食料品・たばこも増加しました。

一方、一般機械は発電プラント関連の減産で減

少し、輸送機械もほぼ横ばいに留まったため、総

合指数を押し上げるには至りませんでした。

［大型小売店］……………生活防衛意識の高まりで前年比４．６％減

４月の県内大型小売店販売高は、消費者の生活

防衛意識の高まりなどにより、前年比４．６％減の

９５億円となりました。

業態別にみると、百貨店での販売高は同５．２％

減、大型スーパーの販売高は、同４．３％減少して

います。

長崎県経済動向
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長崎県経済動向

［住宅建設］……………持家、貸家、分譲が前年割れとなり前年比１０．２％減

４月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比３．９％

減の２４４戸、貸家で同１５．５％減の１８０戸、分譲で同

６２．０％減の１９戸となりました。給与住宅で２２件増

加したものの、全体では同１０．２％減の４６５戸と前

年を下回りました。

［公共工事］……………「県」「市町」の発注増で、件数金額ともに大幅増加

４月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比１６０．０％増の２３４件、金額が同１２５．８％

減の１５２億円と、件数、請負金額ともに前年比急

増しました。

発注者別の請負金額をみると、「国」は同１０．１％

減となったものの、「県」では高架橋工事などの

増加で同９１．１％増、「市町」では諫早市庁舎建設

着工で同約５倍と大きく増加しました。

［企業倒産］……………件数、負債総額ともに前年比増加

５月の長崎県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比９．１％増の１２件、負債総額が

同４０．３％増の２９億６，５００万円となりました。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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